
 

 

21 足花保中発第 91 号 

平成２２年２月２６日 

足立区教育委員会 様 

                                                             学 校 名      足立区立花保中学校 

校 長 氏 名  佐 藤  悦 夫 印 

 

平成２２年度教育課程について（届） 

 

 このことについて、足立区立学校の管理運営に関する規則に基づき下記の通りお届けします。 

 

記 

１ 教育目標 

(1) 学校の教育目標 

   教育基本法、学校教育法および現行ならびに新中学校学習指導要領、東京都や足立区の教育目標の趣 

旨を踏まえ、新しい時代を創造するのにふさわしい心豊かでたくましい生徒を育成するために、次の目

標を設定する。 

 ・ 自ら学び向上し合う生徒 

 ・ 心豊かで協力し合う生徒 

 ・ 健やかでたくましい生徒 

 

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針 

 ① 教育活動全体を通じて人間尊重・人権尊重の教育を推進し、個性・性差、障がいがある人々や高齢者等   

の一人一人の違いを認めて理解し、尊重し合う精神を培うとともに、自他の生命を大切にする心と実践

力を育成する。 

  ② 学力向上を目指し、生徒一人一人に各教科の基礎・基本を習得・活用できるよう、ＴＴ、尐人数授業や  

放課後および長期休業日等の補充教室を実施し、習熟度別・課題別指導や個別指導等を通して個に応じ

た指導を行い、思考力・判断力に基づいた問題解決能力を育成する。同時に、教育活動全体を通して言

語活動を充実させる。また、「はなほ学級」と連携して特別支援教育を充実させるとともに、家庭との連

携を図り、学習習慣を確立させ、生徒が自己肯定感をもち、生涯を通じて学んでいこうとする意欲と態

度を育てる。 

  ③ 足立区民として、また国家および国際社会の発展に寄与できる人として、豊かな人間性や社会性を身に  

付けられるよう、日本の伝統・文化理解教育、国際理解教育、情報教育、福祉・ボランティア教育、環

境教育および職場体験をはじめとするキャリア教育等を総合的な学習の時間を中心に実践するとともに、

道徳の時間の指導の充実を図り、生きる力を育成する。 

  ④ いじめ・不登校、性・薬物乱用に関する問題行動等、生徒の多様な課題に対応するため、学校における   

指導体制や相談機能を充実させる。また、規範意識を育てるために、家庭や地域社会および関係諸機関

との連携を図る。 

  ⑤ 生徒一人一人が健康管理能力や体力と運動能力の向上を図れるよう、食に関する指導や食育の推進  

および安全指導の充実等を通して、健康・安全への関心を高め、自ら進んで保持・向上する態度を

育てる。 

 ⑥ 近隣小・中学校や特別支援学校および都立高等学校との交流事業の推進・充実を通して、学びの連続性   

を図るとともに、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを理解させる。 

  ⑦ 学校の教育活動に対する適正な自己点検・自己評価および開かれた学校づくり協議会の委員や保護者等   

の学校関係者からの外部評価を実施・公表して、次年度の改善に生かす。保護者・地域住民および関係

諸機関とのネットワークと協働体制を構築し、人材として活用し、学校運営への積極的な参画を促す。 

 



 

 

２ 指導の重点 

（１） 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 

  ア 各教科 

    ① 「児童・生徒の学力向上を図るための調査」等の結果を踏まえ、「授業改善推進プラン」に基づく「確 

   かな学力」を向上させるため、各教科において検証授業を実施する。また、指導と評価の具体的な

計画と実施、週ごとの指導計画の作成と生徒の変容の記録を通して、指導と評価の一体化を図る。 

② 教員相互によるピアレビューを継続し、校内研修を活性化させ、教員の｢授業力｣の向上を図る。 

③ 生徒が主体的に授業に取り組むために、思考力・判断力・表現力・創造力を高めるよう、作業的、 

  体験的学習を推進する。 

④ 全学年で各テーマに応じた「スピーチコンテスト」等を実施し、論理的な話し方を身に付けさせる 

  とともに、「朝読書タイム」・「読書週間」を設定、読書活動を推進し、言語活動を充実させる。 

⑤ 個に応じた指導の一環として、「学習カルテ」を用い、個性・能力の伸長を図るとともに、家庭と

の連携を図り、生徒の学習習慣を定着させる。 

     ○国語 

    ・言語活動を充実させるために、ⅰ）「話し言葉」と「書き言葉」の違いを徹底させる。ⅱ）接続詞、

助動詞、敬語、丁寧語、謙譲語の使い方を理解させる。 

    ・学習意欲の向上と基礎・基本の定着のために、「漢字コンテスト」・「慣用句・四字熟語コンテス

ト」・「標語コンクール」を計画的に実施する。 

     ○社会 

    ・「コモンセンステスト」を実施し、日本の県と県庁所在地の名前と位置、世界の国々と首都の名前

と位置、歴史の年号、歴史上の人物等の基礎的事項を理解させる。 

    ・課題解決学習を推進し、資料活用能力、思考力、判断力を育成し、「生きてはたらく力」を身に付

けられるようにする。 

     ○数学 

      ・「計算コンテスト」等を活用した繰り返し学習を展開し、基礎的・基本的な学習内容の定着を図

るとともに、ＴＴや尐人数授業の授業形態を有効に活用し、個に応じた指導の一層の充実を図る。 

     ○理科 

      ・自然の事物・現象に対する興味・関心を高めさせるため、観察・実験を通して、レポートの作成・

報告ができるようにする。また、安全指導を徹底し、危機管理能力を身に付けさせる。 

   ○音楽 

    ・合唱、合奏等の表現活動を充実させ、音楽文化についての理解を深める。また、和楽器の演奏を通

して、日本の伝統音楽の良さを味わわせる。 

   ○美術 

    ・絵画等の創造活動に重点を置き、各コンクール等に出品する機会を多く設定し、創造の喜びを味わ

わせ、豊かな情操を養う。 

    ○保健体育 

    ・小学校との接続を考慮し、運動の合理的な実践を通して、体力と運動能力の向上を図る。 

     ○技術・家庭 

      ・ものづくりや衣食住等についての実践的・体験的な学習活動を通し、生活に必要な基礎的な知識・

技能を習得させる。 

     ○英語 

      ・「聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと」の各コンテストを実施し、語い等の確実な定着を

図る。 

・ＡＬＴの活用等を通して、自らの意見や考えを表現する力等、英語によるコミュニケーション能力 

を育成する。 

 



 

 

  イ 道徳 

 ① 道徳教育推進委員会を設置し、道徳教育推進教師を中心に道徳の全体計画および道徳の時間の年間

指導計画に基づいた道徳教育を推進し、道徳授業地区公開講座の活用等を通して、道徳の時間を確

保・充実させるとともに、生徒に主体性のある日本人としての生き方を考えさせ、道徳的実践力を

高めさせる。 

② 家庭・地域社会と連携し、地域の異なる立場の人々から学び、足立区民としての自覚や誇りをもた

せ、地域参画・ボランテｨア活動のできる生徒を育成するとともに、基本的な生活習慣と規範意識を

育てる。 

ウ 総合的な学習の時間 

① 生徒に「生きる力」を身に付けさせるために、「ＬＩＦＥ」を大テーマに、主に第１学年では

「中学生としての自  分を知るとともに、自分の身近な地域を知ろう」の中テーマから「Learnin

 g」（学び方を学ぶ）、「Feelings」（日本人としての感性を磨く）、「Identity」（他者とのかか

わりから自己の生き方を考える）、第２学年では「自分と自分を  取り巻く社会とのかかわりを考

え、地域に返そう」の中テーマから「Learning」（学び方を学ぶ）、「Identity」（他者とのかか

わりから自己の生き方を考える）、「Feelings」（日本人としての感性を磨く）、「Ecology」（

環境と人間の  生き方を学ぶ）、第３学年では「社会体験を通して自分自身を見つめ、これからの

生き方を考えよう」の中テーマから「Learning」（学び方を学ぶ）、「Identity」（他者とのかか

わりから自己の生き方を考える）、「Feelings」（日本  人としての感性を磨く）の各項目を設定

する。 

② 上記の各学年の項目から、地域・生徒の個性に応じて社会の変化に柔軟に対応できる小テーマ

を設定し、作業的、体験的学習を推進し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成する。また、

各テーマの基礎学習となる読書活動を推進し、学校図書館の蔵書はテーマに沿ったものを取り揃え

る。 

エ  特別活動 

① 年間指導計画に基づいて学級活動や生徒会主催行事等、生徒を前面に出した主体的な活動を支援

し、協力する態度や連帯感・成就感を育むとともに、これらの活動を通して、人間としての在り

方を考えさせ、自己を生かす能力を育てる。 

② 挨拶運動、地域清掃等を通じて、生徒一人一人に集団の一員としての自覚をもたせ、自分の役割や

責任を果たさせるともに、よりよい学校生活を築こうとする自主的・実践的な態度を養う。 

 

（２） 特色ある教育活動 

  ① 近隣小・中学校、特別支援学校との連携や交流を充実させるとともに、保護者・地域と協働して生徒 

の健全育成と学びの連続性を図る。 

 ② 特別支援コーディネーターを中心に、「はなほ学級」の教員、スクールカウンセラーとの情報交換・ 

連携を密にすると  ともに、大学や関連諸機関とも行動連携を取り、特別支援教育の組織的対応と充 

実を図る。 

 ③ 都立高等学校との交流事業等をさらに推進させ、生徒の主体的な進路選択能力を身に付けさせる。 

 ④ 食育リーダーを中心に作成した食に関する指導の全体計画や年間指導計画との関連を図り、生涯にわ

たって健全な食生   活を実現するための必要な知識について理解を深めさせる。 

 ⑤ 将来設計能力等を育成するために、職業講話や職場体験等を通して、地域の人材を活用する。 

 

（３） 生活指導  

 ① 生きることのすばらしさに気付かせ、自他の生命を尊重する態度を育てるために、セーフティ教室

の実施等を通 

    し、生徒が健康で安全な生活を送り、自らの生命を守る態度と能力を身に付けさせる。 

 



 

 

  ② 集団生活の中で円滑な人間関係を築いて生きていくためには、ルールの遵守が必要であることを

あらゆる機会を通じて繰り返し指導する。 

 ③ 生徒がインターネットや携帯電話等の情報機器を利用した誹謗・中傷や詐欺行為等の犯罪に巻き込ま

れないよう、警察との連携を取り合いながら指導を行う。 

 ④ 特別支援教育に対する理解をさらに深め、特別な支援が必要な生徒のケース会議や特別支援教育コー

ディネーターを中心とした特別支援委員会を開き、個に応じた具体的な支援を推進するとともに、スク

ールカウンセラーと連携した相談体制を充実させる。また、家庭・地域社会・関係諸機関とさらなる行

動連携を図る。 

 ⑤ いじめの未然防止と早期発見のために「相談カード」を用いて組織的に取り組むとともに、いじめ問

題の解決に向け、生徒会を中心に「いじめ撲滅運動」を実施する。 

 

（４）進路指導 

  ① 生徒一人一人が自らの生き方を考え、生涯にわたって自己実現が図れるよう、「夢デザインシート」

等を活用して自己理解を深め、それを十分に伸ばせるよう、自己教育力、人間関係形成能力等を育成す

る。 

 ② 生徒自らが主体的に進路を考え選択する能力と望ましい勤労観・職業観を身に付けるために、第１学

年「自分史・身近な職業調べ・地域の達人に学ぶ会」、第２学年では「職業講話・職場体験」、第３学

年「高校訪問・出前授業」等を実施し、キャリア教育の視点を取り入れた３年間の計画的な進路指導を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 学年別授業日数及び授業時数の配当 

 (1) 年間授業日数配当表 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  月 

学年 

 

 ４ 

 

 ５ 

 

 ６ 

 

 ７ 

 

 ８ 

 

 ９ 

 

 10 

 

 11 

 

 12 

 

 １ 

 

 ２ 

 

 ３ 

 

 合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

 

１７ 

 

１８ 

 

２２ 

 

１３ 

 

  ５ 

 

２０ 

 

２０ 

 

１９ 

 

１７ 

 

１５ 

 

１９ 

 

１８ 

 

２０３ 

 

 ２ 

 

１８ 

 

１８ 

 

２２ 

 

１３ 

 

  ５ 

 

２０ 

 

２０ 

 

１９ 

 

１７ 

 

１５ 

 

１９ 

 

１８ 

 

２０４ 

 

 ３ 

 

１８ 

 

１８ 

 

２２ 

 

１３ 

 

  ５ 

 

２０ 

 

２０ 

 

１９ 

 

１７ 

 

１５ 

 

１９ 

 

１４ 

 

２００ 

 

 備 

    

 考 

 

○  第１学年は、入学式が４月７日のため１日減となる。 

○  第３学年は、卒業式が３月18日のため４日減となる。 

   

 

（２） 各教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動の年間授業時数配当表 

                       学  年 

    教 科 ・ 領 域 

１ ２ ３ 

各

 

 

 

 

教

 

 

 

 

科 

必

 

修 

 

教 

 

科 

国                  語 １４０ １０５ １０５ 

社                  会 １０５ １０５ ８５ 

数                  学 １４０ １０５ １４０ 

理                  科 １０５ １４０ １０５ 

音                  楽 ４５ ３５ ３５ 

美                  術 ４５ ３５ ３５ 

保    健   体    育 ９０ ９０ ９０ 

技   術 ・ 家   庭 ７０ ７０ ３５ 

外  国  語（ 英  語 ） １０５ １０５ １０５ 

小      計 ８４５ ７９０ ７３５ 

選

 

択 

 

教 

 

科 

国語  社会  数学  理科  音楽  美術  保健体育 

技術･家庭   外国語（英）その他特に必要な教科（  ） 

０   

国語  社会  数学  理科  音楽  美術  保健体育 

技術･家庭   外国語（ 英 ）その他特に必要な教科（  ） 

 ５０  

国語  社会  数学  理科  音楽  美術  保健体育 

技術･家庭   外国語（ 英 ）その他特に必要な教科（  ） 

  １０５ 

小      計 ０ ５０ １０５ 

道 徳 ３５ ３５ ３５ 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 ６５ ７０ ７０ 

特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ） ３５ ３５ ３５ 

総 授 業 時 数 ９８０ ９８０ ９８０ 



 

 

 

備              考 

 

ア  単位時間  １単位時間は、５０分とする。 

                                                                           

イ 選択教科  

 

    ○ 第２学年     ２教科 ８コース 

                    配当時間 ５０時間   通年および後期１５週    生徒選択可能教科数２ 

           内 訳 ： ① ３５時間 

                       国語（２）   数学（２） 

                    ② １５時間 

                       国語（２）   数学（２） 

 

    ○ 第３学年     ４教科 ８コース 

                    配当時間 １０５時間    通 年    生徒選択可能教科数３ 

           内 訳 ： ① ３５時間 

                       国語（２）  理科（１）  

                    ② ３５時間 

                       国語（２）  理科（１）  

                    ③ ３５時間 

                       音楽（１）  技術・家庭 （１）   

 

ウ 特別活動     

・ 学級活動については、年間３５時間を確保し、個々の生徒についての理解を深め、教育 

相談、進路相談を充実させるとともに、保護者との連絡を密にする。 

    ・ 個人および社会の一員としての望ましい在り方を常に考えて行動できるよう、指導の充 

実を図る。 

 

エ その他         

    ・ 書写の指導に配当する授業時数は、１年（２０時間）、２年（２０時間）、３年（１０ 

時間）とする。 

・ 学びの連続性を視野に入れ、近隣の小学校と同じ教科や領域の授業参観ならびに研究協 

議を定期的に行うとともに、各小学校へ出前授業をする。また、ブロック内の中学校と、

国語・数学・英語の基礎学力を共に向上させられるよう、授業参観や協議会を推進する。 

   ・ 特別支援学校との交流については、継続して生徒・教員・保護者とともに行う。 

   ・ 「はなほ学級」の教員、スクールカウンセラー、大学、関係諸機関との連携をさらに強化

し、特別支援教育の組織的対応と充実を図る。 

   ・ 都立高等学校との交流事業（進路説明会、出前授業、授業参観、部活動合同練習等）をさ

らに推進する。 

   ・ 食育の推進を通し、食事のマナー、自己管理能力等を身に付けさせる。 

   ・ 学校裁量の時間は、年間７０時間とし、①全校活動の時間［学校行事指導、生徒会活動、

全校美化活動］（３０時間）、②学年指導の時間［学年行事指導、学年集会指導、学年学

習活動］（２０時間）、③学級活動の時間［学級活動、教育相談、個別指導］（２０時間

）を実施する。 

                                                                                         



 

 

４ 学校行事等 

        

月  

 曜 ･行事 

日 

      

       ４         ５         ６         ７         ８         ９  

 曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事  

 

１  

木  ○土  開校記念日 火 振替休業日（３） 木  日  水  

 

２  

金  ○日   水  金  月  木  

 

３  

土  ○月  憲法記念日 木  ○土   火  金  

 

４  

日  ○火  みどりの日 金  ○日   水  ○土   

 

５  

月 春季休業日終 ○水  こどもの日 ○土   月 三者面談始 木  ○日   

 

６  

火 始業式 

 

木  ○日   火  金  月 前期期末考査始 

 

７  

水 入学式 金  月  水  土  火  

 

８  

木 対面式 ○土   火  木  日  水 前期期末考査終 

 

９  

金 安全指導 

セーフティ教室 

○日   水  金 避難訓練 月  木  

 

１０  

○土   月 安全指導 木 前期中間考査始  ○土   火  金 避難訓練 

 

１１  

○日   火  金 前期中間考査終 ○日   水  ○土   

 

１２  

月  水  ○土   月 安全指導 木  ○日   

 

１３  

火 定期健康診断始   

区調査 

木  ○日   火 三者面談終 金  月 安全指導 

 

１４  

水  金  月 水泳指導始 水  土  火  

 

１５  

木  土 運動会 火 安全指導 木  日  水 魚沼自然 教室始

（１） 
 

１６  

金 避難訓練 ○日   水  金  月  木  

 

１７  

○土   ○月  振替休業日 木  ○土   火  金 魚沼自然 教室終

（１） 

水泳指導終 
 

１８  

○日   火 避難訓練 金  ○日   水  ○土   

 

１９  

月 家庭訪問始 水  ○土   ○月  海の日 

 

木  ○日   

 

２０  

火  木  ○日   火 全校美化活動 金  ○月  敬老の日 

 

２１  

水  金  月 漢字コンテスト 

学校公開始 

水 夏季休業日始 

補充教室始 

土  火  

 

２２  

木  ○土   火  木  日  水  

 

２３  

金 離任式 ○日   水  金  月  ○木  秋分の日 

 
 

２４  

○土   月  木  土  火 夏季休業日終 金  

 

２５  

○日   火  金 道徳授業地区公開

講座  学校公開終 

日  水 全校美化活動 

職 場体 験学習 始

（２） 

○土   

 

２６  

月  水  ○土   月  木  ○日   

 

２７  

火 家庭訪問終 木  ○日   火  金  月  

 

２８  

水  金 修学旅行始（３） 月 避難訓練 水  ○土   火  

 

２９  

○木  昭和の日 ○土   火  木 補充教室終 ○日   水  

 

３０  

金 計算コンテスト ○日  修学旅行終（３） 水 定期健康診断終 金  月   木 スペリングコンテスト 

 

３１  

 月 振替休業日（３）  土  火 職場体 験学習 終

（２） 

 



 

 

 

        月  

曜 ･行事  

日  

       １０        １１         １２         １         ２         ３  

 曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事   曜     行   事  

１  ○金  都民の日 

（足立区民の日） 

 

月  水  土 元日 火  火  

２  ○土   ○火  振替休業日 木  日  水  水  

３  ○日   ○水  文化の日 金 漢字コンテスト 月  木  木  

４  月  木  ○土   火  金 安全指導 金  

５  火  金  ○日   水 補充教室終 ○土   ○土   

６  水  ○土   月 安全指導 

三者面談始 

木  ○日   ○日   

７  木 安全指導 ○日   火  金 冬季休業日終 月  月 安全指導 

８  金 終業式 月  水  ○土   火  火  

９  ○土   火  木  ○日   水  水  

１０  ○日   水  金  ○月  成人の日 木  木 避難訓練 

１１  ○月  体育の日 木  ○土   火  ○金  建国記念の日 金 合唱コンクール  

卒業を祝う会 

１２  火 始業式 

学校公開始 

金 計算コンテスト 

安全指導 

○日   水  ○土   ○土   

１３  水  ○土   月  木  ○日   ○日   

１４  木  ○日    火 三者面談終 金 安全指導 月  月  

１５  金  月 避難訓練 水  ○土   火  火  

１６  土 道徳授業地区公開

講座 学校公開終 

火  木  ○日   水  水  

１７  ○日   水  金 避難訓練 月  木  木  

１８  ○月  振替休業日 木 後期中間考査始 ○土   火   金  金 卒業式 

１９  火 避難訓練 金 後期中間考査終 ○日   水  ○土   ○土   

２０  水  ○土   月  木  ○日   ○日   

２１  木  ○日   火  金  月 避難訓練 ○月  春分の日 

２２  金  月  水 

 

 ○土   火  火  

２３  ○土   ○火  勤労感謝の日 ○木  天皇誕生日 ○日    水  水  

２４  ○日    

水 

 

 金  月  木 学年末考査始 木  

２５  月  木  ○土   

 

火  金  金 修了式 

２６  火 都調査（２） 金  日 冬季休業日始 

補充教室始 

 

水 

 ○土   土 春季休業日始 

２７  水  ○土   月  木  ○日   日  

２８  木  ○日   火   

金 

避難訓練 月 学年末考査終 月  

２９  金  月  水  ○土    火  

３０  土 文化祭 火  木  ○日     

水 

 

３１  ○日    金  月 スペリングコンテスト  木  



 

 

平成２２年度 足立区立花保中学校 時程表 

 

 平常授業 

〔50分時程〕 

            

 45分時程 

 本 鈴 ８：２５ ８：２５ 

朝学習 ８：２５～８：４０ ８：２５～８：４０ 

朝学活 ８：４０～８：４５ ８：４０～８：４５ 

 １時限 ８：５０～９：４０ ８：５０～９：３５ 

２時限 ９：５０～１０：４０ ９：４５～１０：３０ 

３時限 １０：５０～１１：４０ １０：４０～１１：２５ 

 ４時限 １１：５０～１２：４０    １１：３５～１２：２０ 

給 食 １２：４０～１３：１５ １２：２０～１２：５５ 

５時限 １３：４０～１４：３０ １３：２０～１４：０５ 

６時限 １４：４０～１５：３０ １４：１５～１５：００ 

終学活 １５：３５～１５：４５ １５：０５～１５：１５ 

清 掃 １５：４５～１６：００   １５：１５～１５：３０ 

下校・週番 １６：００ １５：３０ 

 


